
―
イ
ン
フ
ラ
と
は
何
で
す
か
。

市
長　
産
業
や
生
活
を
成
り
立
た
せ

る
た
め
に
必
要
な
施
設
の
こ
と
で
す
。

社
会
で
共
有
す
る
性
格
を
持
つ
の
が
特

徴
で
、
道
路
、
鉄
道
、
上
下
水
道
、
港

湾
、
ダ
ム
な
ど
の
産
業
基
盤
や
、
学
校
、

病
院
、
公
園
な
ど
の
生
活
基
盤
を
指
し

ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
め
ば
、

安
全
・
安
心
の
確
保
に
つ
な
が
り
、
生

活
の
質
が
向
上
す
る
な
ど
、
社
会
の
ベ

ー
ス
の
生
活
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状
況

は
企
業
が
投
資
す
る
決
定
要
因
に
も
な

る
の
で
、
今
後
も
市
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
上
で
重
要
で
す
。
最
も
代
表
的
な

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
道
路
整
備
で
す
。

―
な
ぜ
道
路
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
す
か
。

市
長　
西
尾
市
は
高
速
道
路
や
鉄
道

本
線
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
経
済
や

文
化
の
広
域
的
な
交
流
を
図
る
た
め
の

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
は
、
幹

線
道
路
な
ど
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。

道
路
の
種
類
に
応
じ
て
、
国
や
県
、
市

が
協
議
し
な
が
ら
早
期
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

―
現
在
ど
の
よ
う
な
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
か
。

市
長　
国
は
、
名
古
屋
市
と
豊
橋
市

を
結
ぶ
国
道
23
号
名
豊
道
路
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
県
は
、
米
野
町
か
ら

西
小
梛
町
を
東
西
に
結
ぶ
都
市
計

画
道
路
衣
浦
岡
崎
線
の
４
車
線
化

工
事
を
は
じ
め
、
西
尾
幡
豆
線
、

安
城
一
色
線
な
ど
の
道
路
を
整
備

し
て
い
ま
す
。
市
の
整
備
の
う
ち

主
な
も
の
で
は
、
県
立
特
別
支
援

学
校
の
建
設
に
合
わ
せ
て
、
岡
崎

一
色
線（
市
道
須
脇
15
号
線
）や
国

道
２
４
７
号
か
ら
幡
豆
支
所
ま
で

の
区
間
で
中
部
幹
線
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
中
部
幹
線
は
31
年
３
月

の
利
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―
道
路
を
造
る
の
に
な
ぜ
時
間

が
か
か
る
の
。

市
長　
道
路
を
造
る
に
は
、
国

や
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
議
、

地
域
で
の
説
明
会
な
ど
の
手
続
き
、

事
業
用
地
取
得
の
交
渉
な
ど
に
時
間
が

必
要
で
す
。
土
地
・
建
物
な
ど
の
補
償

費
や
側
溝
や
舗
装
な
ど
の
工
事
に
も
多

く
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
短
期
間
で

は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

―
事
業
を
早
く
進
め
る
た
め
に
ど
う

し
て
い
ま
す
か
。

市
長　
国
や
県
の
事
業
で
は
、
１
日

で
も
早
く
完
成
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

国
土
交
通
省
本
省
や
中
部
地
方
整
備
局
、

名
四
国
道
事
務
所
、
県
に
対
し
て
機
会

あ
る
ご
と
に
要
望
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

市
の
事
業
で
は
、
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
国
の
交
付
金
や
県
の
補
助
金
な
ど

を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
研
究
し
て

い
ま
す
。

今月のテーマは…

インフラ整備の現状
地域経済の発展、快適な生活に不可欠

私たちが便利で快適な生活を
送るのに重要な役割を果たす
「インフラ」。少子高齢化や人口
減少など社会構造が大きく変化
する中で、インフラを適切に整
備し、まちづくりに生かしてい
く必要があります。

４車線化が進む上矢田南交差点付近

　
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

土
木
課
建
設
担
当（
☎
６5
・
２
１
４
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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矢
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問商工観光課観光担当（☎６５・２１６９）

義央の命日１２月１４日には、毎歳忌が営まれます。
普段は見ることができない義央の木像や、義央が
寄進した経蔵にまつられている白衣観音を公開。
甘酒の振る舞いや吉良小唄の披露、講演なども行
われます。
時１２月１４日㈮　午前８時５０分
場華蔵寺

第３１６回吉良義央公毎歳忌

元禄赤穂事件
元禄１４（１７０１）年の３月１４日、江戸城の大廊下で

赤穂藩主・浅野内
たくみのかみ

匠頭長
なが

矩
のり

が、幕府の典礼を取り
仕切る高家肝

きも

煎
いり

の吉良上
こうずけのすけ

野介義
よし

央
ひさ

を背後から斬り
つける事件が起きました。浅野が斬りつけた理由
は不明です。浅野は即日切腹、赤穂藩浅野氏は取
りつぶしとなりました。義央はこの件で幕府から
落ち度を問われることはありませんでしたが、自
ら高家の職を辞し、吉良家当主を退きました。
浅野の切腹から１年半後の元禄１５（１７０２）年の１２

月１４日、大石内
くらのすけ

蔵助が率いる４７人の赤穂浪士が、
江戸の吉良邸を急襲。義央はじめ２０人を殺害し、
１９人に傷を負わせました。

最後の当主・吉良左
さ ひ ょ う え

兵衛義周
隠居した義央の後継者として吉良家の当主にな

ったのは、義央の実孫で養子の吉良左兵衛義周で
した。赤穂浪士討ち入りの際、１７歳の義周は応戦
し重傷を負います。背中に傷を受けたため、逃げ
たのではないかと流布されましたが、赤穂浪士の
一人、武

たけ
林
ばやし
唯
ただ
七
しち
は「義周様の傷は私が付けました。

長
なぎ

刀
なた

を持ってのお働きはご立派。背中の傷は私た
ちが取り囲んだ時の傷で、決して逃げ傷ではござ
いません」と称えています。
しかし、幕府は義周に対し、襲撃を防げず父を

討たれた落ち度を罪に問い、諏訪（現在の長野県
諏訪市）への幽閉という裁定を下しました。討ち
入りを亡君のための義挙と称賛する世論に勝てず、
吉良家を取りつぶしとした幕府の裁定は、若き義
周にとってどんなに辛いものだったことでしょう。
諏訪に幽閉されて３年が経った宝永３（１７０６）年、
病に侵された義周は、２１歳の若さでこの世を去り
ます。足利将軍家一門の名家、三河吉良氏の嫡

ちゃく

流
りゅう

は、ここに断絶しました。

諏訪と吉良に残る義周の墓
義周が葬られた諏訪の法華寺には、義周の墓が
現存しています。６月には吉良義周公慰霊会によ
って木造坐像が製作され、開眼供養が行われまし
た。また、吉良家の菩

ぼ

提
だい

寺である華蔵寺（吉良町）
にも、義央の墓と同時期に作られた義周の墓があ
ります。
華蔵寺を訪れ、若くして散った義周の無念に、
思いをはせてみてはいかがでしょう。

元禄赤穂事件
吉良義

よ し

周
ち か

の悲劇

義周木造坐像（法華寺所蔵）
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